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初　め　に

1983年夏の終りから初冬にかけて,文部省短期在外研究員として,メイン州プランズウイック

のボーデン大学(Bowdoin College, Brunswick, Maine)を主滞在地に,アメリカ北東部ニュ

ー・イングランド地方や西海岸にある幾つかの教育・研究機閑を訪れ,資料調査・交換及び研究

に従事する機会があった。短い期間であったが,その際あらためて感じたことは,一つには教育

・研究施設が種々の制約のなかで,その本来の目的を達成するために総ての機能をあげて管理・

運営されていろことであった。例えば,大学図書館は平日・日曜を問わず,終日深夜の12時まで
1)

開館されることも稀ではなく,研究者や学生の便宜をはかっており,また,大学は「開かれた大

学」として.文字通り機能し,その地方,その町の文化的中心となっていることであった。

この滞米中,何人かの学者,教育者-停年退職し,悠々自適の生活を送る老学者から大学院

博士課程在籍中の若手気鋭の研究者たち-と接触する機会があった。そして充実した施設,資

料を利用しうる環境のなかで,これらアメリカの研究者がみせる学問に対する烈しい意欲と真撃

な態度に感銘をうけることが多かった。ボーデン大学the Hawthorne-Longfellow Library三

階の`special collections suite'で,テーブルを-だてて,一刻交歓した老令の教授の温故,眼

鏡の奥に光る深い学識と学問に対する誠実で謙虚な態度,また,図書館収蔵図書NATHANIEL

HAWTHOBNE : A Reference Bibliography 1900・1971 (ed. B.Ricks, Boston : G.K.Hall,

1972)や　NATHANIEL HAWTHORNE ANT) THE CRITICS :A Checklist of Criticism

1900-1982 (ed. J.Boswell, Metehen, N.J. & London : The Scarecrow Press, 1982)などに記

載されている拙論に対して,特別閲覧室で資料調査をしていた若いホ-ソーン研究者が示す強い

関心など,当時を振りかえってみると,いろいろな情景が鮮明に心をよぎる。アメリカ各地の研

究・教育機関,なかんずくホ-ソーンが多感な青春の4年を過した　Bowdoinの教育,研究につ

いて,この在外出張中に痛感したことは,自由で率直そしてコスモポリタン的な知的雰囲気であ
2)

り,アメリカの研究者の強い知的好奇心と学問に対する誠実さ,謙虚さであった　1821年から
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’25年にかけて，若いホーソーンはBowdoinの知的環境の中で師表に恵まれ，そして南に風光明

媚な　Casco Bay　を望む清潔で穏やかな，しかし冬期には一面深い積雪に覆われるブランズウイ

ックの町で，学生生活を送った。それは彼自身が何んと言おうとも，人格形成の面からも，また

作家ホーソーンを考えるにあたっても，彼の人生で最も重要な4年間であった。本稿はBowdoin

大学の発展，その過去と現在についての一つのレポートであり，また　Bowdoin　のホーソーンに

ついてのバイオグラフィカルな考察である。

1818年の秋から約一年間，当時14才のホーソーンは，家族全員－母Elizabeth Clarke Hat●

horne　と2才年上の姉Elizabeth（Ebe），4才年下の妹Mary Louisa－とともに，メイン州
3ノ

レイモンド（Raymond）に移り住み，数百エーカーに及ぶマニング家の土地で過した。そして

1819年末，大学への進学準備のため，森と朝のメインの自然をあとに，家族と別れ，生来の孤独
4）

癖を一層深めながら，マサチューセッツ州セイレムのNo．12，Herbert Street　に戻った。その

後，彼は，叔父　Robert Manning　に伴われ，駅馬車に乗ってブランズウイックへ旅立つ1821年

夏までの一年数ヶ月を，Salem　のlawyerで著名な教師として知られていた　Benj紺lin Oliver
5）

のもとで，Bowdoin入学に備え，ラテン語などの勉学に励むことになった。彼の大学入学は，

甥の将来を考えた　Uncle Robert　の指示によるものであった。しかし少年のホーソーンにとっ

て，Salemの一年余は甘える肉親もなく，一人孤独を堪えて過ごす月日であった。そして彼は

Raymondの‘‘the happiest days of（his）life’’－森の散策，水泳，釣り，狩猟，読書の日々

－をなっかしみ．母Elizabethや彼の姉妹との別離を悲しむ手紙－そのなかには，Bowdoin

入学を前にして，母に宛て将来の職業（作家志望）について記した1821年3月13日付の私信が含

まれるが－を，時に少年らしいユーモアをまじえ，幾通も書き送っている。以下に掲げるもの

は，現存している私信の一つであり，すべて原文のままである。（文中一部省略。）

Dear Mother，

As we received noletterlast week，We arein anxiety about your health．All of us

are we11…．I haveleft school，and havebegun to fit for Collegeunder BenjmIJ．01iver，

IJaWyer．So you arein great danger of onelearned manin your family．Mr．01iver

thoughtI could enter College next commencement，but Uncle Robertis afraidI should

have to study too hard．I get mylessons at home，and recite them to him at70Clockin

the morning．I am extremely homesick・Aunt Maryis continually scolding at me．

Grandmaam hardly ever speaks a pleasant word to me．IfI ever attempt to speak a

wordin my defense，they cry out against myimpudence．HoweverI guessI canlive

through a year and a half more，and thenI shallleave them…．MotherI wish

you wouldletIJOuisa boardwith Mrs・I）ikeif she comes up here to go to school‥‥

Shall you want me to be a Minister，Doctor orI」aWyer？A MinisterI will not be．I

believe M．IJOuisa has not written oneletter to me．Well，I will not write to her till

She does．Oh howI wishI was again with you，With nothing to do but to go a

gunnlng．But the happiest days of mylife are gone．Why wasI not a girl thatI
6）

might have been pinned allmylife to my Alother’s apron．．．．
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父　Captain Nathaniel Hathorne　を幼くして亡くし，以後マニング家の庇護の下に生きる子

供たちに対して，Elizabeth C．Hathorneがそれゆえ一層彼らを愛しみ，そして多分に甘やかし

たであろうことは，母親の情として当然であったと思われる。ややもするとスポイルされがちな

人格形成期のホーソーンにとって，現実的，実際的で，躾に厳格なマニンゲ家，そしてそのなか
7J

でも，寄る辺ないホーソーン一家－“a family of exceptionally recluse habits”－に対し

て，一両においては，暗く悲しい想い出にみちたマサチューセッツ州セイレムからメイン州レイ

モンドに彼らの家を建て，移り住まわせるという患いやりをみせるとともに，また反面，幼い甥

の将来のために，家父長的権威をもって決断をくだすUncle Robertの存在は，世間についての

実際的な知識を初めてホーソーンに与えた　Bowdoinの生活とともに，ホーソーンを鍛え，彼の

将来に欠くことのできない影響を及ぼしたと考えられる。ホーソーンの無二の友であったHor－

atio Bridge　は　Robert Manning　について，次のように述べている。“The world may well

bless the memory of“Uncle Robert，”that hisliberality was unfaltering，and that his

estimate of the judicious course for his nephew’s education was so correct．IJittle，

though，did he dream of theinestimable benefit he was bestowing upon all Euglish－
8）

SPeaking peoples by his wise expenditure for the future author’s training．”少年ホーソー

ンはこの時斯，Salemから　Raymondの母に宛て，「作家になり，Penで身を立てる」という彼

の夢を記した手紙を出しているが，そのなかでUncle Robert　に関して，“I dreamed the other

night thatI was walking by the Sebago；and whenI awoke was so angry at findingit

all a delusion，thatI gave Uncle Robert（who sleeps with me）a most horrible kick．”と述
9）

べている。それはBowdoin入学を半年後にひかえ，自己の人生，将来の方向を真剣に模索するホ

ーソーンの心の成長を一方において示すとともに，大学進学についても　Uncle Robertの庇護下

にあり，自己が「自己の運命の主」「自己の魂の長」となりえない現実の中での，少年の小さな

魂の反抗である。

Bowdoin Collegeは1794年に創設され，1802年，アメリカの大学の大半が草創期にそうであっ

たように，‘aliberal arts college’として関学した。当時，施設としては“the College”と呼ば

れたマサチューセッツ・ホール（Massachusetts Hall）一棟－キャンパスに現存する最も古い

建物で，1802年創建当時は，学長宿舎，礼拝堂．学生寮，講義室を兼ねていた。三階建ての小じ

んまりとしだ赤レンガづくりの建物で，現在でも研究・教育棟として使用されている。1971年‘a

Registered HistoricalIJandmark’に指定された。（Appendixのキャンパス・マップ1）－，

また教授陣としては，学長と言語学の教授各1名，そして学生数は8名を数えるのみであった。

しかし1820年代前半，ホーソーン在学当時には，アメリカ有数の地質学，化学の権威Prof．

Clevelandや古典語，レトリック，オラトリ担当のProf．Newman，後年，卒業50周年記念の席

上でIJOngfellowが讃えたProf．Packard（当時　tutor　で後の　Latin語教授），また　Thomas

Upham　らの優れた教授陣を擁し，Bowdoinの名は州外に知られていた。施設面では，Maine
lO）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）

Hall（1808）と　Winthrop Hall（1822）が加わり，その後　Appleton Hall（1843），the

Chapel（1845～1855），Adams Hall（1861）などが増設され，20世紀前半にほぼ現在の近代的な

学舎が整った。この間，数多くの優れた卒業生を世に送り出し，Kenneth C．M．Sills（学長在

任1917～’52年）のもとに　Bowdoin　の名はアメリカ国内に拡まった。ホーソーンの在学した
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Bowdoin草創期には，各方面－政治，法律，学問，芸術など－で活躍する人材が撃出して

いるが，そのなかには例えば　NathanIJOrd（1809年卒，ダートマス大学学長），Jacob Abbott

（1820年卒，作家），William Pitt Fessenden（1823年卒．IJincoln　内閣の閣僚），Franklin

Pierce（1824年卒，14代アメリカ大統領），Nathaniel Hawthorne（1825年卒），Henry Wads－

worthIJOngfellow（1825年率），その他，数名の合衆国上院，下院議員，裁判所長官，Bowdoin

大学教授（e．g．，Prof．Calvin E．Stowe．1824年卒）などがいる。Bridgeによれば，ホーソー

ンが在籍していた1821年から’25年の卒業生総数は4クラス108人ということであるが，地方の

小さな大学でありながら，これらの逸材を養成した　Bowdoinの教育は捏目に値する。その後も，

JoshuaIJ．Chamberlain（1852年卒。南北戦争当時の北軍の将軍，メイン州知事，Bowdoin大学

長。）William Pierce（1850年卒。合衆国上院議長〔臨時〕。），Melville Weston Fuller（1853年卒。

最高裁長官。），Thomas Brackett Reed（1860年卒。下院議長。）など，余多の著名人が出てい

るが，北極探検で有名なRobert E．Peary　と　Donald B．MacMillan　もそれぞれ1877年と1898年

の卒業で，今日　Bowdoin　の　Hubbard Hall（1902－1903）に　the Peary－MacMillan Arctic

Museumがある。

20世紀後半に入って，Bowdoinの教育・研究にとって特筆すべきことは，1965年のtheHaw－

thol・ne－IJOngfellowIJibraryの完成である。これは旧図書館に代って建造された，地下一階地上

三階建ての近代的な建物で，正面入口を入ったところにIJOngfellow　と　Hawthorne（Johnston

画）の肖像画が掲げられている。一階には“reference books”や“government documents”な

ど，二，三階に“languageandliterature”－人文・社会・芸術部門（二階），自然科学部門（三

階）－の図書がおさめられている。Bowdoinの‘specialcollections’は空気調節された地階にあ

り，三階の　Special Collections Suite　で閲覧することができる。収蔵図書650，000冊（教官数

100，学生数1，400）は，本学とほぼ同規模のアメリカの大学としては充実した内容である。また，

1970年代に入って　Bowdoin　は男女共学制をとるようになったが，聯邦及び州政府より一切の助
12）

成金を受けていない。Bowdoin　は，初代学長の提唱した“the Common Good”に奉仕する学

識豊かな教養人の育成を目指し今日に至った，ニュー・イングランド北東部の伝統と格式を誇る
13）

liberal arts collegeである。

ダα朋九α眈昭（Bowdoin　在学中に執筆され，1828年，卒業後3年目に出版されたアメリカで最初

のキャンパス小説）の冒東で，ホーソーンは作品の背景をニュー・イングランドの或る片田舎に

設定し，次のように叙述している。－“In an ancient，though not very populous settle－

ment，in a retired corner of oneof theNew－EnglandStates，arisethewalls ofa seminary

Oflearning，Which，for the convenience of a name，Shall be entitled“Harley College．”

14）

．．．Thelocal situation of the College，SO far secluded from the sight and sound of

the busy world，is peculiarly favorable to the moral，if not to theliterary habits ofits

Students；‥．A stream，that farther on becomes a considerable river，takesits rise at a

Short distance above the College，and affords，alongits wood－fringed banks，many Shady

retreats，‥．The neighborhood of theinstitutionis not quite a solitude，though the

few habitations scarcely constitute a village．These consist prlnClpally of farm－houses－

Of rather an ancient date，for the settlementis much older than the College－and of

alittleInn，‥．Other dwellings are scattered up and down the valley；．．．”Bowdoin
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の建つメイン州BrunSWick－イギリスの　the House of BrunSWickに因んで命名されたセツ

ルメント－に最初の植民者（Thomas Purchase）が入ったのは，メイ・フラワー号が新大陸に

到着して8年後の1628年であり，その後この居留地は1730年までうちつづく　the French and

Indian warsのため三度にわたって戦火に焼かれた。町の発展は18世紀半ばより始まり，Bow－

doin Campus　の西側を南北に走るメイン・ストリートがつくられたのは，その世紀前半であ

る。住民投票によって“12rodswide”（幅員約60m．－1rodは約5m．）と決定したこの大通

りはメイン州最大の街路で，州名をとって　Maine Street　と名づけられた。ホーソーンの友人

Horatio Bridgeの回想によれば，18世紀頃までボーデン・キャンパスを含む一帯は広大な松林

（Bowdoin Pines）であり，1820年頃になっても，何哩にもわたって静寂につつまれたこの森が

残っていたということである。そしてボーデン・キャンパス西側の　Maine St．沿いには僅かに

数軒の家屋を数えるのみであった。（今日でも，この辺りは閑静な一画で，樹木のなかに白塗り

の　frame housesが散見している。）ホーソーンの在学していたこの1820年当時，Brunswickは

キャンパスから北，アンドロスコギン川（the Androscoggin）までの間に建つ125軒の家々を中
15）

心とし，20軒ばかりの店，5つの教会を持つメイン州の小さな町の一つにすぎなかった。人口1

万数千の今日でも，Lincoln Street（a nationalhistoric district）や　Federal Street Historic

Districtなど往時の街並みを残すこの町は昔日の閑寂をとどめている。“Brunswickin1966，

asit wasin the1820，S，is still‘at a distance from anylarge town，’and Bowdoin

Students are morelikely to deploreitsisolation than to echo the praise Henry Dunlap

WrOtein1820：‘It presents but conparatively few temptations，Whileits quiet and

16）

refinement makeit peculiarly eligible for the purpose of study．”’町は　Portland（メイン

州）の北東26マイル，Boston　より約135マイル，グレイ・バウンドでそれぞれ30分，3時間20

分の位置にあり，ホーソーンの旅立った1820年代当時には，4頚立ての郵便馬車で平均時速10マ
17）

イル，Boston～BrunSWick間は13～4時間以上の旅であった。

ホーソーンの　Bowdoin入学については，いくつかの理由が考えられる。ホーソーンにとって

は，彼が8，9才の頃より毎年訪れ（－叔父　Robert Manningの計らいで，彼の家を提供さ

れ－）“delightful days”を送ったメイン州レイモンドの自然，そして1818年以後彼の家族

が移り住んだレイモンドと同じ州内にあり，つらい思い出のSalem　を離れるということから，

Bowdoinへの入学はHarvardより歓迎されたことであろう。また　Bowdoinのカリキュラムが

Harvard方式を採り，Bowdoin　の名が世評に高かったということ，そして貧しいホーソーン家

にとって，学費（e．g．，1学期－One term一の授業料，＄8．）が低廉であったことなどは，大きい

理由となったものと想像される。Pearsonの調査によると，1825年のハーバード大生（寮生）の

学費等諸経費納入額は父兄宛通知によると，学年初めに＄234（回生によって多少の増減）であ

り，その内訳は，授業料＄57．50（年平均街。－4年間総額＄230。），食費関係＄105（38過，過

＄2．50），教科書＄15．00。寮部屋代＄12．00。図書館＄4．00。暖房，修理，大学便覧等＄15．00。

その他。そしてこれ以外に，衣服費，洗濯などの必要経費として＄180～＄300，総計＄500程度
18）

が必要であった。一方，Bowdoin　大の“Term bill”は後払い（次の学期の開講後1ケ月以

内）で，Horatio Bridgeの“term bill，May23，1823”を例にとると．次のようになる。総計

＄14．49。内訳Tuition＄8．00。Chamber rent＄3．34。Damages＄0．45。Average damages

＄0．15。Sweeping andbed－making＄1．11。Library＄0．50。Monitor＄0．05。Catalogues＄
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19）

0．08。Bell＄0．11。Reciting room＄0．25。Chemicallectures＄0．25。Fines＄0．20。（この

学期には，教科書，灯り，暖房代は含まれていない。）これに対して，ホーソーンの“term bill，

ending May21，1824”は総計＄19．61であり，上掲Bridgeの“term bill”と異なる部分は，

Chamber rent　＄6．67，Damages－．Average damages＄0．33，Sweeping and bed・making
20）

＄1．00，Bell＄0．12，Pines　＄2．36であった。

Bowdoin　入学後．叔父William Manning　に宛てたややあらたまった手紙や，母Elizabeth

に出した私信から推量する限り，家族と離れた琳しさはともかくとしても，ホーソーンは　Bow－

doin Pines　のそびえ立つ大学の新しい生活に一応満足していることがうかがわれる。入学当初

の1821年10月，ホーソーンは　Bowdoin　の生活について　Raymond　の母に次のようなことを記

している。－“I am very well contented with my situation・I have a very good Chum，

and find College a much pleasanter place thanI had expected，but stillI shalllook
21）

forward withimpatience to the Vacation，．‥”またその数日前，叔父William　に宛て，ホ

ーソーンはこの当時の彼としては丁寧な整った書体で，入学を報告し，大学生活に満足している

こと－“I am very well contented with my situation，．・．”（同文。）－，また規則（the

laws of Bowdoin）は患ったほどきびしくはないこと，そして大学の勉学は　Salemの入学準備

ほどでもないことなど，儀礼的に報告し，全体としては金銭的に余裕のない状態を示唆してい
22）

る。“Mother’s apron”を離れ，Bowdoin　のホーソーンは母，叔父宛の上記二通の手紙に記

されている　room mate－Alfred Mason－とともに，学生時代の最初の二年間を　Maine

Hall（4階建て）の一室に住むことになった。1822年3月，寮生の火の不始末によってこの建物

が火災をおこした時，ホーソーンは一時学外（キャンパス西の　Maine St．，Mrs．Adams　方）

に下宿したが，修復後再びこの建物に戻っている。Bowdoin大学図書館の　Mr．Ar仙ur Monk，

1ibrarianの話では，ホーソーンの寮室はAlaine Hall三階，酉に面した一番北側の部屋（No・19）

であり．Pierce　は　No．26，また．IJOngfellow　は同じく三階の北に面した西寄りの部屋をあてが

われていたということである。（キャンパス・マップ参照）今日でも学生寮として使用されてい

るこの建物に，かつてNathanielHawthorneが住んでいたという事実は遠い昔のこととなり，
23）

筆者が訊ねた限りでは在学生でそのことを知る者はいなかった。“1983－84Calendar”によると，

Bowdoin　の　Fall Semester（1983）開講は9月5日であり，新入生の到着，入寮日は8月28日

に指定されている。到着早々，ホーソーンが，家族，特に母宛の手紙に記し，待ちこがれた‘vaea

tionつこついては，10月19E］（12：30p．m．）から10月24日（8：00a．m．）まで－Fallvacation，

そしてThanksgiving vacationは11月23日（12：30p．m．）から11月28日（8：00a．m．）までと
24）

なっている。入学後1ケ月余の1821年10月17日付母宛の手紙（前出）にある「大学は思ってい

たよりずっと楽しいところです。」というホーソーンの言葉は．母を心醗持せまいとする心遣い

が幾分働いていることは否定できないと思われるが，それ以上に，Maine Hall　に入寮し“a

very good Chum’’を得て，新しい世界に対する不安が解消したホーソーンの偽らぬ気持ちであ

ったと患われる。P“I am very well contented with my situation．”彼はBowdoinのホー

ソーンとして新しい世界に再生し，そしてまたあらたな体験を積みかさねていくことになるので

ある。

1821年9月当時，Bowdoin　の授業科目はすべて必修であり，ギリシャ・ラテンの古典，英語

（文法，作文），レトリック，ロジック，神学，バイブル（recitation），心理学，倫理学，化学，
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25）

鉱物学，数学，幾何学，三角法，測量，航海術，その他の科目が設置されていた。Pearsonによ

れば，ホーソーン一回生当時の履修は次のようである。第一学期：クセノフォン（Ⅹenophonin

Graeea Majora）。リイヴィ（hivy）。ウエハーの数学。第二学期：Graeea Majora第一巻。リイ

ヴィ。数学（継続）。第三学期：Graeea Majora（継続）。リイヴィ（終了。5冊）。マレイの英

文法。ブレアーのレトリック。その他，全期の課業として，英文ラテン語訳，英文ギリシャ譜訳

（共に毎週一回），劇的朗読（非公開），バイブル（暗諦一毎日曜日夕）がある。また，二回生以

降については次の通りである。

Sophomore year．

First term：Graeca Majora（extracts from Plato and Homer）；ExcerptaI」atina
26）

（Tacitus）；Algebra and Geometryin Webber，Playfield’s Euclid，2books；Hedge’s

hogic．

Second term：Graeca Majora；Excerpta Latina；Mensuration of Superficies；Solids，

Heights and Distancesin Webber；Surveyingin Webber；Euclid finished and

SuPPlement．

Third term：Navigationin Webber；Review of Studies；English composition．

During the whole year：Weekly translationsinI」atin and Greek alternately；Private

and public Declamations；Recitations from the Bible every Sunday evening．

Junior year・

First term：Graeca Majora；IIorace；Conic sectionsin Webber；Enfield’s Natural

Philosophy；IJOCk’s Essay；Paley’s Evidences once a week．

Second term：Graeca Majora；Horace；Enfield’s Natural Philosophy；Paley’s Eviden－

CeS；IJOCk’s Essay concluded；Lectures on Chemistry．

Third term：Priestley’sIJeCtureS On History；Henry’s Chemistry；Paley finished；

Review of Studies；ForensicI）isputation；IJeCtureS On ExperimentalPhilosophy・

I）uring thewholeyear：TranslationsintoIJatin andGreekalternatelyevery fortnight；

private and public Declamations；English composition every fortnight；Recitations

from the Bible every Sunday evening．

Senior year・

First term：Henry，s Chemistry；Paley，s Natural Theology；Stewart’s Philosophy of

the Mind（Vol．I）；Paley’s Evidences．

Second term：Astronomyin Enfield；Dialling，Spherical Geometry and Trigonometry

in Webber；Stewart’s Philosophy of the Mind（Vol．II）；Burlemaqui on Natural

haw；Butler’s Analogy．

Third term：NaturalHistory，Cleaveland’s Mineralogy；Butler’s Analogy・

Exercises during the year：Private Declamations of each class，and public Declama－

tions of the　3　uppel・Classes．Compositionsin English of the two upper classes．

Forensic disputations of the Seniors．Recitationsin the Bible every Sunday
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evenlng．Two weeks preceding the examination are spentin review of the studies
27）

of the term．

これらの中で，ホーソーンが関心をもったのは人文系の授業であり，なかでも語学関係，特に

ラテン語は得意な科目であった。彼はいわゆる優等生タイプの学生ではなかった。当時Bowdoin

には英文学の授業がなく，彼は時間をみつけていろいろな文学書に読み耽った。また．“Prefaee

to The SnowImage”に記しているように，こっそりキャンパスを抜け出してBowdoin Pines

で　blueberries　を摘んだり，the Androscoggin　を流れ落ちる巨木を眺めたり，魚捕りをした

り，その他Bowdoinの規則を犯し，一言で言えば「大学当局が耳にしたこともないような，そ

してもし発覚したら，きびしい処罰をうけたと思われるあらゆることをした」。また同じ頃，

（1851～53年頃）Bowdoin　の学生時代を回想して，彼は次のように述べている。“J was an

idle student，negligent of the Collegerules and the Procrustean details of academiclife，

rather chooslng tO nurSe my OWn fancies than to diginto Greek roots and be numbered
28）

among thelearned Thebans．”

学生時代にホーソーンが所有していた「ボーデン大学規程」－“IJaWS Of Bowdoin College’’
29）

－が現在大学図書館に保存されている。これは30ページの小冊子で，次の9葦に分かれている。

1．Admissioninto College…………………………5

2．0fficers and Discipline　………………………7

3．DevotionalExercises and theIJOrd’s Day　‥・11

4．Studies andI」iterary Exercises………………13

5．：Misdemeanors and Criminal Offences　………19

6．　Vacations and Absence…………………………22

7．TheI」ibrary………………………………………24

8．Chambers，Bills，and Expenses………………26

9．Commencement and Degrees　…………………29

そして粗末なペーパー・バックの表紙，裏表紙には，ホーソーンの特徴ある（縦長の）書体で，
30）

一面いたずら書き（ペン字）がされている。また，タイトル・ページ（右上隅に殆んど消えかか

ってNathanielHathorne，Salem，1827の書き込み）には，各行に丁寧な細い赤の波線が，そして

本文いたるところに赤のアンダーラインが引かれている。一見すると熟読のあとのようにみえる

が，下線部分は概して各項最後の1，2行，または各ページの最終行である。例えば，9ページ

では赤のアンダーラインが引かれた最終行は“man，under whom he was placed，teStimonials”

で，意味をなさない。これは　SeCtion13　Suspension（13項停学）の一部で，全文は次の通り

である。13　The term of suspension shall never exceed nine months．A time shall be

asslgned to every suspended person forleavlng the College and the town of Brunswick

unaccompanied by any Student；andif he remain beyond that time，he shall beliable

to an additional Punishment．IIe shall pursue his studies，agreeably to the direction

Of the Government，under such person，aS they may appoint，Or aS his parent，at their

request，may PrOVide；and on his return　Shall produce from the gentleman，under

whom he has placed，teStimonials of his good conduct，during his whole absence．また文中
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の下線も9ページまでで, 10ページからは各項の小見出し最後に付いている.例えば11ページで

は右側マージンの小見出し　Punishment of a few concerned in an offense.の最後"offense"

に下線がある。以上,この冊子は20代初めのホ-ソーンの一面を伺わせて興味深い。

叔父William宛の手紙(前掲)でホ-ソーンは"The I」aws of the College are not at all

too strict, ‥."と述べているが, 1822年当時この規程には勉学時間内(特に夕方)に寮室を出

ないことなどを始め,次のような各項があった。学問,道徳に好ましくないと判断される部活動

の禁止(12項),安息日の遵守(32項),礼拝等の宗教行事への出席(18項),土,日曜の夕,身

を慎しみ,安室に留まること(19項),休憩時間の規定(朝のレシテーションから9時まで。 12

時～2時。夕方の折両から8時まで).また34項には次の禁止事項がある。飲食を提供する店に

出入りすること。芝居見物。粗暴な言動。賭博まがいのゲーム,トランプ,玉突き。学内-の酒
31)

の持ち込みO　タバコ。などがそれである　English Compositionや　Latin　に非凡な才能をみ
32)

せたとはいえ,ホ-ソーンが勉学一途の学生ではなく,規則にとらわれず,むしろ再三それを破

ったことが大学の記録に残っている1822年4月14日付の手紙から推察すれば,彼は入学後さほ
M

ど日も経たない頃から賭けトランプに加わっていたことになる。そして空月, 29日付　Madam

Hathorne宛の学長名の書翰と30日付のホ-ソーンの手紙(Manning Collection)によって,

彼の行為が発覚し,〆50の罰金を科せられたことが記録されている　　Bridge　の"term bill

(前掲)と比較すれば,ホ-ソーンの罰金がいかに多いか明らかである　Bridgeはその後, 1824

年3回生当時に,安息日にみだりに出歩いたかどで,ホ-ソーンとともに〆25の罰金を科せられ,

大学の規定について後年, "a charge that would astonish the father of any collegian of

the present day" (1860年代)とコメントしている。ホ-ソーンはまた2回生当時,土曜の夜に

"tavern"に出入りしたかどで$1の罰金を科せられている。 Pearson　によれば.一回生当時ホ

-ソーンの処罰はカード遊びの他に,次の通りである　1822年4月, absence from recitation

(2回〆40), public worship (〆40), `Sunday evening prayers (〆20)　月　neglect of

recitation (訓戒) 7月　absence from college (〆20)　月　neglect of declamation (〆20)。こ

の傾向はその後も変らず.二回生になって, 11月　neglect of declamation (〆50) 4月(1823)

neglect of recitation ($1.80), declamation (〆50) 5月　absence from recitation (〆60)

月absence 1 night (〆20), neglect of declamation (〆50), absence from public worship (〆

20), neglect of theme (〆20), absence from recitation (〆20), special absence from recita-

tion (〆20),また3回生の一年間の記録は次の通りである。 1823年11月　neglect of declamation

(〆50) 1824年1月　neglect of themes ($1.30), absence from Sunday evening prayers

(〆20), public worship (〆20), recitation ($1.00) 4月　absence from recitation (〆60)

5月　absence from prayers (〆36), recitation ($1.00), (安息日にみだりに出歩いたかどで

〆25の罰金-前出) 7月　absence from recitation ($2.00), public worship (〆60), prayers

(〆66), Sunday evening prayers (〆20) 8月　neglect of themes and forensics (〆90),
M

absence from prayers (〆36), Sunday evening prayers (〆20), recitation (〆80)。

以上の大学記録を通覧して明らかなように,ここには礼拝等の宗教行事-の欠席.またthemes

と並んで　recitation & declamation寄,教官や学生など人前での口頭課業に対する怠慢や欠席

が記されている。これらはともに彼の生涯を通してみられる特徴である　Bridgeによれば,演

読,暗言削こ対するホ-ソーンの嫌恵感は,彼が12, 3才頃学校のステージに立った時,上級生に
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35）　　　　　　　　　36）

野次られたことに起因するということであるが，「生まれながらの孤独癖」と相まって，SPeeCh
37）

に対する嫌惑感は彼の生涯を通して消えることがなかった。Bridgeはまたホーソーンの著しい

特徴は“independence of thought and action”であると言っているが，強制されたmechanical

な礼拝，形骸化した教会は，ホーソーンにとって意味をもたず，彼の宗教的行事への欠席とな
38）

ったことが考えられる。そして勉学においてはBridgeの指摘する「思考と行動の自由」をもっ

て，与えられた科目の強いられた勉学，機械的な暗滴を好まず，興味のある科目やtext　外の読
39）

書に熱申したのである。

IIawthorne was not studiousin the general acceptation of the term，but he devotes

much time to miscellaneous reading．His facility for acqulrlngknowledge would，With

littlelabor，have placed himin the front rank of his class．Asit was，he took much

greaterinterestin the humanities thanin the abstruse branches of the prescribed

COurSe．Mathematics and metaphysics，aS Studies，he disliked and neglected，tO his

frequent discreditin the recitation－rOOm；but thelanguages were attraCtive and pleas－

ant．Especially did helike theI」atin，Which he wrote with great ease and pul・ity．

In other studies of thecurriculum hestoodhardly above mediocrity，andin declamation

he wasliterally nowhere．IIe never declaimedin the old chapel，aS the students were

required to do on Wednesdays．Fines and admonitions were alike powerless．He would

not declaim．To this peculiarityis to be attributed his failure to have a part asslgned

himin the Commencement exercises on graduation，though his rank，No．18in a class
40）

Of thirty－eight，WOuld otherwise have entitled him to one．

ホーソーンが“miscellaneous reading”にふけり，Fanshaweや末出版の短篇集　Seven Tales
41）

0！〟封Ⅳα柄β　ムα彿d　を書き，作家への道を歩ませたのは　Bowdoinの4年であった。そして

ホーソーンが作家として世に出ることになった　rw五c－rOZd rαわざ（1837）の出版に尽力したの
42）

は　Bowdoin以釆の親友Bridge　であり，学友IJOngfellow　は　The North American Review

（1837年7月号）に14ページに及ぶ書評を書き，ホーソーンの門出を祝った。Bowdoin　時代

the Athenaean Societyと　the Peucinian Societyに別れ，親しく交わることがなかったが，

Bowdoin Collegeが産んだ二人の偉大な芸術家を．A Guide to an EEhibitは次のように評して
43）

いる。－“Longfellow was a man for his time；Hawthorneis a man for alltime．”そし

て彼の人生最後の一週間（1864年5月11～18日）を共に旅し過したのは，40余年前Bowdoin入

学のため　Brunswiek　へ向う駅馬車で知り合い，以来終始変らぬ友情に結ばれた嘗ての学友

Franklin Pierceであった。

注

1関学初期のボードン大学図書館についての次の事実は，草創期の大学図書館の状況をうかがわせて，興味

深い。現大学図書館（the NathanielHawthorne－Henry Wadsworth LongfellowIJibrary）の落成記念
行事として，1966年，同図書館で開催された展示会案内によれば，Henry W．hong振llow　が母校ボーデン

の教授に就任した1830年当時，彼は大学図書館のlibrarianを兼任したが，その理由を次のように述べてい
る。“At BowdoinIJOngfellow served both as professor and aslibrarian．（The CollegeI」ibrary was
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then open only one hour a day.)" -Richard Harwel, Librarian of Bowdoin College, Hawthorne and

Longfellow : A Guide to an Exhibit (Brunswick, Maine : Bowdoin College, 1966), p.24.

2　拙稿,日本アメリカ文学会会報ALSJ-XXII (1984) 「特集-アメリカの学者」に拠る。

3　メイン州南西端, Sebago I」ake東岸。 (この湖は冬期には結氷し,ホ-ソーンがスケートを楽しんだと言

われる。) Portland (Maine)より国道302号線で北北西約20マイル。尚, BrunswickはPortlandの北東26

マイルに位置している。

4　ホ-ソーン家は彼の父Captain Nathaniel Hathorneの死(ホ-ソーンが四才の時Surinamで熱病のた

め死亡)の翌年(1809年)にUnion Streetからすぐ東側のHerbert Street　にあるマニング家(母方の実

家。現在12番となっている。)に移った　Herbert St., Union St.はともにSalemの主要街路ではないが,

1700年のSalemの古い市街図にも記載されている　Herbert St.は町のfJj[> Salem Commonの南側を平行

して東西に伸びる二つの通り　Essex St.と　Derby St.を南北につなぐ通りであり　Herbert St.のす

ぐ西側に,平行してUnion St.がある。両通りとも, the Custom Houseやthe House of the Seven

Gablesの西,すぐ近くにある.またSalem Commonやthe Essex Institituteからも徒歩10分足らずで

ある。尚,ホ-ソーンの生家(質素な二階建ての家)は今日ではUnion St.から　Seven Gables　の敷地内

に移されている。

5　当時Bowdoin　の入学志願者には次の準備が求められていた。 -"to write Latin grammatically, and

to be well versed in Geography, in Walsh's Arithmetic, Cicero's Select Orations, the Bucolics, Geor-

gics, and the Aeneid of Virgil, Sallust, the Greek Testament, and the Collectanea Graeca Minora."

Mark Van Doren, Nathaniel Hawthorne (New York: The Viking Press 1949), pp.16-17.

6 "Salem, Tuesday March 7th 1820 " Manning Collection. Original in the Essex Institute.

7　Horatio Bridge, Personal Recollections of Nathaniel Hawthorne (New York : Haskell House Pub-

hshers Ltd., 1968), p.32.

Ibid.,p.35.
9　Salem, March 13, 1821.

Julian Hawthorne, Nathaniel Hawthorne And His Wife Vol.1 (Archon Books, 1968), p.107.

10　キャンパス・マップ13。

11キャンパス・マップ14。

12　Bowdom教育後援会(the Bowdon Parents Association)の年次報告(1982-1983年にかけての一年)

によると,在校生及び卒業生の父兄からの寄金は$102,434.92であり,前年度のParents Fund　の25%増

であった。

13　この部分は"Bowdoin: A Guide to the Campus　に拠る。

Appendixのキャンパス・マップ参照。

14 "Harley College"をDartmouth等とする説もあるが, Fanshaweの執筆・出版時期,ホ-ソーン在学当

時の　Bowdoin大学長, William AllenがDartmouthより移り,ホ-ソーンがDartmouthについて一応

の知識を持っていたと想像されること,また,その他,作品各部の描写からも, "Harley College"をBow-

doin　と見倣すことは妥当であろうと思われる。

15　Norman Homes Pearson, The College Years of Nathaniel Hawthorne ; Entered in Competition for

the Henry H.Strong Prize, 1932. Xerox. Speciall Collection, Bowdoin College Library.

尚, 1810年代,メイン州の総人口は30万弱,ニュー・イングランド全体でも200万に達しなかった　Boston

は1840年頃においても人口6万の都市にすぎず, Salemは1万3千であった(Higginson, T.W. ed., The

Hawthorne Centenary at Wayside, Concord, July 4-7, 1904. p. 160. Special Collection, Bowdoin College

Library.)この項はその他, Greater Bath-Brunswick-Freeport Area : Summer Guide, 1983 (the Bath

and Brunswick Area Chambers of Commerce)などに拠る。

16　A Guide to an Exhibit, op. cit., Introduction.

17　ブランズウイック-は,今日New York(始発),Boston或いはPortandからグレイ・バウンド(Bangor

行き)を利用することができる。空路Portlandまで行くのが簡便である.尚, Brunswickの夏と冬の平均

気温はそれぞれ70-F (21-C)と25-F (-4-C)である。

18　Pearson, op. cit., p.6.

19　Bridge, op. at., p.39.
20　Pearson, Ibid,

21 "Brunswick, Oct. 17th, 1821." Manning Collection. Addressed to Mrs. Elizabeth C.Hathorne, Ray-
mond, Maine.

22 "Brunswick, Octv. 9th. 1821." Manning Collection. Addressed to William　斑arming, Esq., Salem,
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Mass. (Appendix参照。)

23　ホ-ソーンはまた学外, Bowdomキャンパス北東角へ北西方向から伸びているFederal St. (キャンパス

・マップ参照) No.25に下宿した　Longfellow　も学生時代同じ家に下宿したことがあり,その後Bowdoin

の教授としてBrunswickに戻った時,白い`frame houses'の建ち並ぶこのFederal St. (No.76)に住ん

でいたことがある。また,この通りの大学近くに(キャンパス北東角から徒歩3-4分,東側に) the Stowe

House (No.63 Federal St.)がある　Harriet Beecher Stoweが夫CalvinのBowdoin大学教授就任にと

もない, 1850年から二年間,移り住んだところである　Uncle Tom's Cabin (1852)の想を得たのは　Bow-

doin大学北西角の前に建つThe First Parish Church　においてであったと伝えられている　(19世紀前半,

ブランズウイックには黒人逃亡奴隷をカナダに逃がす組織があり,現在は　Bowdoin　キャンパス内にある

Nos. 6-8　College St.　　メイン・キャンパスの南側-が,その"駅舎"となっていたO "6-8

College Street-(1827) The John Brown Russwurm Afro-American Center (キャンパス・マップ31)

occupies this double house which once served as a station on the "underground railroad," conceiling

slaves who were escaping to Canada."　The Greater Bath-Brunswick-Freeport Area : Summer Guide,

1983, op. at., p.ll.)尚, Stowe Houseは"a National Historic Landmark"に指定されている。かつて

正面入口から食堂へ通じる廊下横の部屋に飾られていたStowe　夫人の草稿の一部は現在では見られないが,

ここを訪れる人は多く,春,秋のシーズン中は観光バスの出入りが多い。そして食事時には昔ながらの食堂

はレストランとして営業している。また1946年に新しく建てられた附属の宿泊施設(inn)がある。

24　尚,学期末試験は12月15-21日におこなわれ, Spring semester (1984)は1月18日開講, 3月16日(12

: 30p.m.)　　月2日　: OOa.m.) -Spring vacation, 5月26日,第179回卒業式挙行となっている。前

掲Pearson (p.5)によると,入学試験を受けるため,ホ-ソーンが初めてプランズウイックに到着した口,

Bowdoinでは第16回目の卒業式が挙行されていたということである。

25　これら幾つかの科目は当時の時代的及びBowdoinの置かれた地域的状況を反映している　18-19世紀に

は, the Kennebeck河畔の町Bath　を中心に, Bath-Brunswick地域はSalem　を始めとするニュー・イン

グランド地方の海運,造船の中心地の一つとなっていた　Bath　には,船長や船主たちの立派な家が,今日

でも数多く住宅地区に残っている。またBrunswickには, Lincoln St. (No.ll)にCaptain George Me-

Manosの家が現存している。

26　By future classes the course of Mathematics now used at Harvard University will be studied in

stead of "Webber.　Catalogue of Bowdoin College, March, 1822.

27　Pearson, op. cit., pp.58-59.

28 Julian Hawthorne, op. cit., p.96.尚,前出William Manning宛の手紙(Oct. 9, 1821)-Appendix-

参照。

29　Given in Memory of Edward A. Noyes by his son, Sidney Webb Noyes, Class of 1902. Special

Collection, Bowdoin College Library.

30　Appendix参照。尚,ここには署名が合計8回, -前掲書, Hawthorne And Longfellow: A Guide to

an Exhibit (p.10)では7回と記しているが,上右寄りに4回(Nathaniel Hathorne　など),中央上下二

本の横線(印刷)のうち,上の横線上に1回(Nathaniel),上の横線の下, LAWS (印刷)の左上に1回

(Nathaniel),中央左寄りに1回(Hawthorne),下左寄りに1回(Hawthorne)が認められる.また上の

横線右上にSalem 1826,横線上下逆にLaws of Bowdoin,中央から下の横線まで　Laws of Bowdoin

College Massachusetts (4段),その下にも同様の語句がある。そして中央右寄りに,下から上- Laws of

Bowdoin College　と二回書かれている。タイトル・ページを見ると,印刷Joseph Griffin,発行1824年と

記されており,本文の赤アンダーラインと違って,同一筆鎖の殆んどの落書きが後になって(1826年)書か

れたものと患われる。

31 Pearson, op. cit., pp.15-17.

32 In August 1824 assignments for parts in the October Exhibition were made to both Hawthorne

and Longfellow. Hawthorne's Latin dissertation was "De Patribus Conscnptis Bomanorum." Longfellow

was assigned the Salutatory Oration in I」atm. As delivered it was titled "Angli Poetae." Hawthorne

And Longfellow: A Guide to an Exhibit, op. cit., p.15.

33 "My occupations this term have been much the same as they were last, except that I have, in a

great measure, discontinued the practice of playing cards. One of the students has been suspended,

lately, for this offence, and two of our class have been fined. I narrowly escaped detection myself,

and mean for the future to be more careful. -Julian Hawthorne, op. cit., p.109.

34　Pearson,op. cit., p.28, p.38, pp.4ト42.尚,これらのホ-ソーンの記録に対して, Longfellowについ
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ては1823年8月26日"special absence from recitation"のかどで〆20の処罰が知られるのみである。 -節

掲Guide to an Exhibit, p.15.
35　Bridge, op. at., pp.33-34.

36 "I had always a natural tendency (it appears to have been on the paternal side) toward seclusion.

Julian Hawthorne, op. cit., p.96.

37　Bowdoin関学50年祭(1852年)出席のため　Brunswickを再訪した折,口実を設けてspeech　を断った

ことなどが知られている。

38　後年the Old Manse　でホ-ソーンは僧職者に対する彼の敬意は日を経るにつれ薄れると言い, "Wc

certainly do need a new revelation -a new system- for there seems to be no life in the old one.

と記している(Mark Van Doren, op. ci」.,p.215.)

39　現在Bowdoin College I」ibraryに,ホーソーンが持っていた　The Vicar of Wakefield (New York:

1807)　　The Gift of Roscoe H.Hupper, class of 1902-　　が収蔵されている。タイトル・ページの上

に,彼の特徴ある書体でNath. Hathorne, Bow. Coll.〔,〕 Maine.巻頚のフライ・リーフには三回練り返

えしてNathaniel HawthorneそしてSalem, Massachusettsの書きこみがある。また巻末の見返しには作

家ホ-ソーンを想わせるWhen lovely woman stoops to folly/And finds too late that men betray/

Whatという書きこみがしてある。ホ-ソーンの死後,夫人より遺品としてLongfellowに贈られたもので

ある。

40　Bridge, op. cit., p.33.尚,引用最後の部分に関して, A Guide to an Exhibitはただ一言,次のよう

に記している。 "Hawthorne did not give a commencement part, not standing high enough in his

class." (p.15)またBridgeは危うく留年をまぬがれたようである。 (ibid.)

41 "It was while in college that he (Nathaniel) formed the design of becoming an author by profes-

sion. In a letter to me (Ebe) he says that he had 'made progress on my novel.' I have already

told you (Julian) that he wrote some tales to be called `Seven Tales of my Native land,'‥. I

think they were better than 'Panshawe.'... It was the summer of 1825　that he showed them to

me. One was a tale of witchcraft,-　`Alice工)oane,'...' (Julian　王Iawthorne, op. at., pp.123-

124.)

42　後にホ-ソーンはBridgeに対する書翰を"Preface　としてThe Snow Image　に掲載し,彼の友情に感

謝している。また1837年7月5日　Angusta (Maine)の旅中で,次のように評している。 "Bridge‥.

combines more high and admirable qualities, of that sort which make up a gentleman, than any

other that I have met. Polished, yet natural, frank, open, and straight-forward, yet with a deli-

cate feeling for the sensitiveness of his companions ; of excellent temper and warm heart; well-

acquainted with the world, with a keen faculty of observation,... and never varying from a code

of honor and principle ‥." (American Notebooks, Centenary Edition VIII, p.33.)

43 (p.44)尚　1842年ホ-ソーンはPhi Beta Kappaのメンバーに選出された　(Longfellowの選出は

1826年。)またそれに先だって,修士号を授与されている。この学位は当時Bowdom　卒業後3年以上を経
て希望すれば,授与された(A Guide to an Exhibit, p.40, p.22.)
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Brunswick，Oct．9th，1821．

Dear Unele，

I suppose you have heard thatI have entered College．I passed through my

examinations as well as most of the Candidates・I am very well contented with my

Situation，and do not wish to come back to Salem this some time．My Chumis the Son

Of the Hon・Mr・Mason of Portsmouth．He has money enough，Whichis perhaps

unfortunate for me，aSitis absolutely necessary thatI should make as good an

appearance as he does・The Students supply the furniture for their own Rooms，buy

their own wood，and pay2　dollars a term for washing，1dollar for sweeplng and

bedmaking besides various other expenses．I board at Prof．Newman’s with three other

Students・Thelaws of the College are not at all too strict，andI do not have to study

near as hard asI didin Salem．The5　dollars you gave me has been of great use to

me．I did not tell Uncle RobertI hadit，SO thatI was richer when heleft me than

he supposed．I hopeI shall have no occasion to call upon you for any more this term．

IfI should bein want of anyI shallconfidently apply to you．

If Elizabeth has returned from Andover，I shouldlike to have her write to me．I

hope that Grandmother，Aunt Mary，Mr．＆Mrs．I）ike，Uncle Sam，Aunt Eunice＆Ruth，

and allmy other friends are welL

I remain

Your affectionate Nephew

NathanielIIathorne
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Hawthorne's copy of the Laws of Bowdoin College.
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Hawthorne at Bowdoin
In the fall of 1983 I had a chance to study abroad, and visited Hawthorne's Alma

Mater, where I saw with my eyes the traces of his life there, and walked with my feet
along the streets of Brunswick, where over 150 years ago he roamed alone or with his

fellow Bowdoin man, as he writes in his affectionate dedication of The Snow Image to
Horatio Bridge. This paper is an outcome of my observation there, of Bowdoin today
and yesterday, and a biographical study of Hawthorne at Bowdoin.

In the years between 1821 and 1825 Hawthorne was at Bowdoin in Brunswick,
Maine. In the town of Brunswick Hawthorne gained "his first practical knowledge of the
world," and at Bowdoin he "formed the design of becoming an author by profession" and
started writing Seven Tales of My Native Land and Fanshawe, his earliest novel and the

first college novel in America. It was also at Bowdoin that he met his lifelong friends
i)

such as Horatio Bridge, Franklin Pierce, and Henry Wadsworth Longfellow.
Hawthorne's copy of The Laws of Bowdoin College is interesting, with doodlings and

signatures all over on its front wrapper and with meaningless underlines in red in

most of the pages of the copy. It suggests an aspect of young Hawthorne in the 1820's,

when he still spelled his name mostly 'Hathorne.' Hawthorne wrote in 1821 in his letter
addressed to William Manning that "the laws of the College(were)not at all too strict," but

there were regulations, the complete submission to which would have been impossible to a

student with any spirit of youth. One, among others, was not to leave his chamber on

the Sabbath. The college record shows that Hawthorne was fined 0 25 for "unnecessarily

walking on the Sabbath" with Horatio Bridge. It was "a charge," as Bridge later wrote,

"that would astonish the father of any collegian of the present day (the 1860's)."

The college records are full of fines and admonitions to the undergraduates, with

Hawthorne's name near the top. He was fined for "absence from or neglect of recitation,
2)

declamation, themes, and absence from public worship and Sunday evening prayers," etc.,

which shows that he was "an idle student," as he himself admits in his memoir and

elsewhere, but also that he was a young man with "independence of thought and

action." He disliked compulsory work and obligatory worship, and devoted much time to

"miscellaneous reading."

To enter college was not of his own will, and though there was as much sorrow in

him as despair of a soul who could not be "the master of (his) fate" in the summer of

1821, the four years at Bowdoin proved to be fruitful to Hawthorne, the artist.

Hawthorne was elected a member of Phi Beta Kappa in 1842, and died at Plymouth,

New Hampshire, "sometime in the night of May 18-19," 1864, with Franklin Pierce, a

fellow Bowdoin man, in the next room.

1. Some years after his graduation Longfellow served both as professor and as librarian, for in the
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early days of Bowdoin the library was "open only one hour a day."
2. Bridge says in his Personal Recollections of Nathaniel Hawthorne that "(Hawthorne's) rank, No.

18 in a class of thirty-eight, would otherwise have entitled him to (have a part assigned him in
the Commencement exercises on graduation)." Hawthorne and Longfellow : A Guide to an Exhibit,
however, bluntly states that "Hawthorne did not give a commencement part, not standing high
enough in his class." (p.15) Incidentally, in the early days of Bowdoin, Master of Arts degrees
were given almost routinely to Bachelors of Arts who applied for them three or more years after
graduation. Hawthorne applied for the degree and it was given to him (and also to Longfellow and
others).


